
　10．九州（地域別調査機関：（財）九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［精
肉］（店員）

単価の動き ・例年以上に単価の高い商品から売れている。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・12月の売上は、量販店、コンビニエンスストア、
ローカルスーパーを合わせて前年比115.3％となっ
た。クリスマスケーキ関係も前年に比べて売上も販売
個数も伸びた。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は例年よりも遠距離利用の客が多く、売上は前
年比で13％ほど良かった。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・入場者数は、週末の土日祝日に増加傾向にある。公
務員や団体職員の利用が多い。また、県外客も土日休
みの企業の業績が大分良くなっているようで増えてい
る。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・年末にかけてキャンペーンや年賀状などの印刷件数
は増加する。しかし、時代の変化とともに減少すると
は思っていたが、年賀状の注文数が去年より２割ほど
減少した。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・12月上旬～中旬は客足が悪く、年末に向けて客が買
い控えしたようだ。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・全体的に半年前より客数が増えている。

スーパー（総務
担当）

それ以外 ・冬のボーナス支給と消費税増税前の駆け込み需要
で、白物家電等の高額商品の動きが好調である。

スーパー（統括
者）

単価の動き ・客単価が昨年と比較して上昇している。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・時期的なものかもしれないが、客単価が少し上がっ
てきている。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車受注台数が計画、前年実績を上回って推移して
いる。消費税増税前の駆け込み需要が寄与している。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

販売量の動き ・12月のお歳暮シーズンとなり、コーヒーのギフト物
の需要が高まった。売上は前年と比較して、数％では
あるが増加している。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

販売量の動き ・年末年始のために仕入れた数の子や焼き海老が早々
に完売した。昨年より動きが速い。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・忘年会・懇親会等の予約が増えている。宿泊に関し
ても順調に推移しており、円安の影響からか欧米から
の宿泊も伸びている。韓国に関しては竹島問題で減少
したが、ここ３～４か月は増加してきている。中国は
尖閣問題以降いまだにツアー客は来ない。

都市型ホテル
（副支配人）

単価の動き ・インターネット中心の予約は変わらないが、単価が
大きく向上している。

タクシー運転手 来客数の動き ・月の前半はやや出遅れたものの、中旬以降はボーナ
スが出たこともあり好調を維持している。

美容室（店長） 販売量の動き ・例年、年末の客数は多少増すが、今月は思いがけず
来客数が上回り戸惑ってしまった。

住宅販売会社
（代表）

それ以外 ・大工や基礎工事をする業者の人出がかなり不足して
いる。原因としては、新築住宅着工戸数が伸びている
というところもあるが、消費税増税前の駆け込み需要
が大きな要因である。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・師走というのに来客数は増えない。商店街への来街
者はシニア層が大半なため、急激な寒波が要因と考え
られる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・経済的に余裕のある客の購買マインドは以前より良
くなっている。しかし経済的に余裕のない層は、以前
と全く変わらないか悪くなっている。おそらくこの傾
向は続くと判断する。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・歳末商戦の来客数は、例年とほとんど変わらない状
況である。販売量の動きも変わらない。商店街として
は非常に厳しい状態が続いている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・11月末、歩いて５分ほどのところに大きな商業施設
ができたが、人の流れはさほど変わっていない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・年末商戦の時期にもかかわらず、客の消費行動は一
向に上向かない。寒い冬との予報だが、防寒衣料品も
さほど売れない。

家計
動向
関連

(九州)



一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・冬場でハウス関係のピーマン、キュウリ、トマトな
どの需要が全国的に高まる時期だが、この冬は極寒で
ありながら関東、関西からの引き合いが弱い。そのた
め、昨年の相場の７～８割程度であった。またギフト
関係も７～８割であり、全体的に商品は動いていな
い。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・ここ数年お歳暮の贈答品は減りつつあり、今年も少
なかった。一方、単価の低い自宅飲用の販売量は増加
している。年々減少してきた売上をまき返すほど景気
は回復していないようだ。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・年末の繁忙期を迎え期待したが、アパレルテナント
も動きは鈍く、飲食、特に忘年会の客数と客単価ダウ
ンにより全体的に低調に推移している。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・客は慎重になっており、買物の決定までに時間がか
かる。冬物衣料についても今必要なものだけを買う
か、処分価格になる時期を尋ねてから、購入を考える
という状況だ。プラスの売上が立たず、昨年の実績も
取れない。

百貨店（企画） 販売量の動き ・気温の低下により先月は衣料品を中心に好調であっ
たが、今月は停滞気味である。

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・関連店舗の売上は、前年比100～103％と前年を上回
るのでやや良い。３か月前とはほぼ変わらない。衣料
品よりも食料品がかなりけん引しているのが今月の特
徴だ。ギフト全体の売上は、前年実績を超えている。
衣料品の売上は婦人ヤング層を中心に当店以外でも苦
戦している。ただし、紳士服は前年比100％、身の回
り品も107.6％とけん引している。

百貨店（営業統
括）

単価の動き ・客１人あたりの購買数量、買回り、単価が増えな
い。目的の物のみを購買する場合が多い。

百貨店（店舗事
業計画部）

お客様の様子 ・クリスマスやお歳暮等のモチベーション商戦は堅調
だが、自分用の衣類・雑貨となると全体が良いという
流れとはならず、定評のある人気ブランド・商品に動
きが集中している。買物は非常に堅実でファッション
を楽しむというよりもハズレのない買物を志向してい
る印象である。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・競合店ができたがさほど影響がない。特に今年は青
果の価格が高く、青果の売上が前年同月比110％、鮮
魚が同107％と好調に推移している。あとは正月用の
際物商材が30、31日でどう動くか心配はあるが、昨年
並みの売上となる。衣料品は、寒波のせいで前半苦戦
している。特にアウターのミセス、紳士のブルゾンが
鈍い。一方、インナーの肌着関係は順調に推移してい
る。

スーパー（店
長）

単価の動き ・競合店との価格競争のなか、生鮮食品の強化等によ
り、客数はなんとか維持できているものの、相変わら
ず客単価は前年を下回っている。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・販売単価、客数とも大きな変動がなく、横ばいと
なっている。高額品の反応が若干あるものの、動きは
鈍い。生鮮食品や一般食品の価格変動が大きくなかっ
たこともあって、生活必需品に、これまでの低単価一
辺倒の動きはなくなり、質的、安全といった商品の動
きが良くなっている。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・夏以降の少し良い傾向は変わっていない。猛暑から
寒さが厳しくなり、青果物の多少の高値などで販売は
前年を上回っている。冬物商材の動きも良く、特に生
鮮食品関連が良い。

スーパー（業務
担当）

お客様の様子 ・商品動向に変化はないが、全体的に自家需要中心
で、贈答品は歳暮以外に目立った動きがない。クリス
マス・正月関連商材も平年並みの動向で推移してい
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・年末、人の動きが活発化しているが、地方では収入
が思うように上がらないため、買上点数が上昇せず、
厳しい状況が続いている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・寒い師走なのに商店街全体の来客が少なく、当店へ
の来客も少ない。たまに来ても冷やかし客ばかりで財
布のひもは固い。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・客の動向が二極化している。買う客はまとめ買いで
単価も高い。他は迷って１点買うかどうかで、中間の
客が少ない。



衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・12月初旬はセールの下見や買い控え客が多く、中旬
以降に物が動き出した。プラスアルファの買上が少な
く、よく売れたのは低単価商品であったため、収益は
今一つだった。一方、高額品の店は売れていたよう
だ。

衣料品専門店
（総務担当）

競争相手の様子 ・衣料に関連する、上場小売企業の売上や繊維製品企
業の売上が前年を大きく下回っている。また、商店街
同士の競合により、来客数が非常に減っている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・12月は消費税増税前のボーナス商戦ということで、
やや良くなると踏んでいたが、あまり大きな変化はな
かった。良くなっている実感がない状況が続いてい
る。

自動車備品販売
店（従業員）

単価の動き ・カーナビ等の高単価商品の売行き不振が全体の売上
に影響している。

住関連専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要の影響で、年末の売出
しは順調だった。反面、新規キャンペーンは低調で、
トータルで横ばいといったところだ。

その他専門店
［書籍］（地区
支配人）

販売量の動き ・来店客数が前年を超えることができない。同業他社
の廃業、退店も減少しておらず、危機的状況に変わり
はない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

お客様の様子 ・燃料油の販売数量は、例年とほぼ横ばいの状況で推
移している。ただ、灯油の小売価格が昨年並みかやや
高めなので、販売が伸び悩んでいる。顧客に賞与支給
状況を聞くと、昨年並みとの声が多かった。業種に
よっては昨年より厳しかったとの声も聞いた。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

販売量の動き ・ほぼ前年並みで推移している。

その他小売
［ショッピング
センター］（広
報担当）

販売量の動き ・消費税増税を念頭に耐久消費財を中心に購入の動き
が一時みられたが、一旦落ち着いた様子である。冬の
賞与が昨年を上回ったという報道もあるが、貯蓄や
「時間消費型」のレジャーなどに回っているようであ
る。クリスマスは、ケーキやギフト中心に動きは良
かった。日常の消費は節約してもイベントへの消費は
活発である。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・12月は結構人の動きが多かった。

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・来客数は若干多くなっているが、オーダー内容が安
価なコースに移ってきている。景気の悪さは感じない
が、客がフェアや特典にかなり執着している様子をみ
ると、外食に対してシビアになってきている。

都市型ホテル
（販売担当）

販売量の動き ・例年、11、12月はホテルのかき入れ時で、宿泊宴会
利用などの部門でプラスの売上である。しかし、上向
きになっていない部門も多く、このまま１月もプラス
売上を出せるかどうか分からない。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・忘年会は例年よりもやや客単価が上昇傾向ではあ
る。一方、おせち料理等の個人向け商品の販売数が昨
年ほどの伸びがなく前年比80％の状況である。販売提
携先関係者によると、10月に発覚したホテルの食品表
示問題の影響で、ホテルの商品は全体的に苦戦してい
るとのことだ。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・年末年始が日並びの良さもあり好調な反面、前後の
12、１月の動きが良くない。昨年の領土問題以降、し
ばらく低調であった韓国が秋口から上向きになってき
た。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は夜が特に良く、忘年会シーズンで予想以上の
客の動きがあった。また、時間帯によってはタクシー
が不足していた。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・販売促進施策を打ち出しても販売量が伸びない。

通信会社（総務
局）

販売量の動き ・新規契約はキャンぺーン中にもかかわらず低調に推
移している。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・過去の平均入場者数と比較して増加しているとは言
えない。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・例年通り、季節要因である寒さでキャンセルが発生
し、顧客が減少した。また、消費税増税や医療・介護
保険の負担増による利用控えが生じ始めている。



住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・不動産業はマンションと建売、注文住宅用地は来客
数が落ち、契約件数も前月に比べて落ちている。ただ
し、年末という季節要因であまり景気に左右されてい
ない。仲介業者と関係の良い物件は売れているので、
全体的な売上は変わらず推移している。

やや悪く
なっている

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・お歳暮ギフトをみると、１品単価は維持している
が、１人当たり買上点数がダウンした。一方、減少傾
向にあったギフト商品持帰りコーナーは好調で、客単
価及び１品単価がアップした。大切な方への進物は送
らず持参する方が増えたのが要因だろう。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・お歳暮は単価が上がっているが、１人当たりの購入
数は減っている。クリスマスケーキ、おせち等もやは
り単価が上がっているが、数量は増えておらず前年並
みである。また、時計、宝飾、ラグジュアリーブラン
ド等、高額品の伸びが非常に良いが、それではカバー
できないほど衣料品が厳しい。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・入店客数が前年比98％と下回っている。いろいろな
物産催事等を行っているが増えていない。また、お歳
暮の売上も非常に苦戦している。

百貨店（営業政
策担当）

販売量の動き ・12月の九州エリア主要百貨店売上高推移は、各社バ
ラツキはあるものの、概ね昨年比100％を維持してい
る。福岡天神エリアの百貨店３社の売上は、いずれも
前年比プラス、専門店も平均で100％維持している。
全体的に昨年水準を維持しているものの、先月までの
伸びが若干鈍化している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・競合店やコンビニエンスストアの開店と同時に、他
の競合店が開店時間を早めたため、午前中の客数が少
なくなっている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・セール日以外の客数が昨年を下回り、セールでのま
とめ買いが増加している。客は、近隣店のチラシと比
較して買い回りしている。

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・業界全体は上向きと聞くが、弊社及び県内のマー
ケットでは上昇感がない。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・年末年始品の買物で忙しく、車は後回しになってい
る。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・街を出歩く人が少なく、忘年会や新年会など宴会の
目的以外の客の姿は見当たらず、集まりも少ない。

居酒屋（経営
者）

お客様の様子 ・忘年会シーズンではあるが予約が後半のみにかた
まっていて、全体的には悪い。

都市型ホテル
（総支配人）

販売量の動き ・売上が思いのほか減少している。景気の良さを感じ
られない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・夜の忘年会の人の動きが悪い。
通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・12月は、例年がボーナス商戦で盛り上がるが、今年
の販売数は前月とほとんど変わらず、見込より大きく
売上減となり、厳しい状況であった。

設計事務所（代
表）

来客数の動き ・消費税増税の経過措置後の反動で来客数が減ってい
る。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・一般小売店では、客の買い控えが目立ってきてい
る。商店街全体ではいろいろなイベントをしている
が、客層もだんだんと高齢化しており商店街に活気が
なくなっている。

一般小売店［鮮
魚］（店員）

来客数の動き ・予約状況はあまり芳しくない。何とか前年並みを確
保したいのだが、厳しい状況である。

良く
なっている

その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

取引先の様子 ・建設業全般で仕事量が多く、職人数が少ない。仕事
が溢れている様子である。特に３月竣工の現場も多
く、断りを入れている状況である。人材派遣業は希望
する求人が来ない。好景気になってきたのか、より良
い条件の仕事に就いている様子である。トラックの販
売も好調で、運送会社に訪問したが物が動き出したと
のことだ。

やや良く
なっている

農林水産業（営
業）

受注価格や販売
価格の動き

・特需期に入り、市況により販売が順調である。

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・今年に入り商業施設のなかでも、飲食店舗の改装物
件の見積依頼が増えており、今月は前年比で10％アッ
プした。一方、新規店舗の見積はマイナスで推移して
おり、本格的な景気回復には至っていない。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・商品の荷動きは先月、あるいは前年度より大分良く
なっている。特注が入って売上は上がったが、燃料の
ガスの高騰が大変業績に響いている。ガスの価格は10
月まで約108円だったが、来年１月に147円に値上がる
と聞いており、大変危惧している。

企業
動向
関連

(九州)



電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・半導体関連の仕事が急増しており、とにかく仕事量
が増加し、大混乱を起こしている。なかなか人もおら
ず、本当に大変な状況である。この状況がしばらく続
く。

電気機械器具製
造業（取締役）

競争相手の様子 ・太陽光発電関連事業は、今年度申請のピークを迎え
バブル気味となっている。土木業者、電気業者は年度
内人がいない状況である。

精密機械器具製
造業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注先からの受注量が増えて増産しているが、人員
不足で人員確保に勤しんでいる。

その他製造業
（産業廃物処理
業）

取引先の様子 ・生産量が若干増加しており、市中相場も上がってい
る。

建設業（社員） 競争相手の様子 ・一般競争入札、指名競争入札共に、辞退する業者が
非常に多くなっている。地方の零細企業では、社員を
多く確保することができず、技術者や職人の不足で、
入札に応札したくても応札できない場合が多いよう
だ。社員を多く抱えている業者は、常に応札してい
る。結果、零細企業の仕事は増えない。

輸送業（総務） 受注量や販売量
の動き

・年末ということもあり荷物の量も増えている。

通信業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・景気の底上げにより、公共受注物件の取引量が増加
している。自治体においても新サービスと効率化に向
けた投資が実施しやすくなってきている。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・建設関連では、消費税増税に関連した需要増の影響
で、資材の値上がりや人手不足が深刻化している。一
方、百貨店やスーパーの売上は増加傾向にあり、乗用
車の販売も順調に伸びている。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・建設業を中心に受注量が上がり、事業内容を選別し
た受注もできる環境になりつつある。利益も黒字転換
している中小企業が増えている。

金融業（営業） 取引先の様子 ・製造業、建設業など年末ぎりぎりまで受注があり、
仕事納めの日程が決まらないほどだ。消費税増税前の
駆け込みや公共工事など増加要因は多く、３月までは
高い水準の需要が期待できる。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要により、小売業の売上
が上昇している。

新聞社（広告）
（担当者）

受注価格や販売
価格の動き

・今年は衆議院選挙で、関連する一過性の広告出稿が
あったが、それを除いても前年を超える出稿額となっ
た。通信販売や不動産が売上をけん引した。

経営コンサルタ
ント（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・高級ワインや高級清酒の売行きが良いようだ。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・自社の受注件数・金額が上向いている。また問い合
わせも増えてきており、企業の投資意欲が高まってき
ている。

その他サービス
業［設計事務
所］（代表取締
役）

競争相手の様子 ・国の景気対策を受けて、市町村から土木設計や建築
設計の業務が発注されため、設計・工事業務の発注が
多くなった。他の建設コンサルタントや施工業者は、
低い金額の入札を辞退する場合もある。景気が良い状
態が続いている。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・12月は例年通り特需で、商品の引き合いは強い。各
分野ともものすごい売行きである。特にスーパー関連
は終盤にかかり全体的に供給不足や品不足の状態だ。
夏場の暑さの影響から鶏関係は卵も含め生産が落ち込
んでいるため、取引先に迷惑をかけている。

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・消費者がなかなか高い物を買わないため、畜産物の
販売は厳しい状況になってきている。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・繁忙期ではあるが、比較的順調に製造販売すること
ができた。

金属製品製造業
（事業統括）

受注量や販売量
の動き

・職人不足で工事が進まず、受注残のみが増えている
状態である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・10、11月は若干上向き加減だったが、12月になると
また元に戻り、３か月前とあまり変わらない状態に
なっている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・例年通り、12月は一服感があり、11月までに比べて
受注量が落ちている。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・預かっている荷物の荷動きをみると、正月休み用の
食品は多少動いているが、全体的にあまり良くない。
昨年までと比較すると少ない。



金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・災害復旧関連工事の受注の増加により、建設関連業
者は高水準で推移している。当地域は建設関連業者が
多いため、景況感は先月に引き続き良好と判断した。
他の業種では、４月からの消費税増税前の駆け込み需
要により、自動車販売業者の売上高は好調に推移して
いるが、産業全体が同一な動きをとっているわけでは
ない。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・受注量が増えず、変化がない。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・12月は歳末商戦ということもあり、全体的に好調
だったと聞く。実際、売上は昨年より少し良くなって
いる。暦の関係もあるかもしれないが、年末、正月に
かけてはわりと堅調である。

やや悪く
なっている

繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注が少ない。新規が取れていないために、ぎりぎ
りで回転している。競合相手のなかには暇で休みがち
のところもある。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・12月の新聞求人広告は前年を大幅に上回っている
が、求人広告の反応は落ちているという話を聞く。求
職者が仕事を選び始めている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・雇用確保について企業動向が活発になってきてい
る。新卒の雇用確保と同時にキャリア採用についても
出遅れないよう各社の人事が情報収集に動き出してい
る。

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・コンパニオン派遣及び配膳人紹介を行っているが、
例年に比べて宴席も多く、コンパニオンの依頼も増え
ている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人依頼数が前年比1.5倍の状況である。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・昨年よりも求人の問い合わせが多く、新規取引先も
多く獲得できた。消費税増税前に、顧客も様々な対策
を打つところが多く、それに伴う求人が多かった。

人材派遣会社
（営業）

求人数の動き ・求人数は確実に上昇している。福岡県内の求人倍率
も上昇している。政府の緩やかな上昇という判断は、
完全な売手市場となっている実態からも読み取れる。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・年末年始の新聞、雑誌の年賀広告の出稿が昨年に比
べ順調だった。昨年まで出稿を渋っていた不動産管
理、建設関連の企業で「今年は出そう」という動きが
目立った。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・基幹産業である建設業、製造業において、業績が上
向いているとの声が増えてきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の増加が続いている。月間有効求人倍率は
0.95と昨年同月の0.77に比べると非常に高くなってい
る。逆に求職者は減少傾向にある。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数は、前年同月比で４か月連続減少、新
規求人は３か月連続増加しており、求人倍率も改善し
ている。

職業安定所（職
業相談）

採用者数の動き ・求人数が増加し、求職者数が減少傾向にあるが、企
業の採用意欲の回復からこのところ就職率が改善して
いる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・例年と同様、12月の求人の動きは良くない。特に１
年以上の長期派遣求人が少ない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・当社が発行している求人誌の求人取扱件数が、これ
まで前年比110％で推移してきたが、最近鈍化傾向に
ある。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・株価上昇傾向にあることはプラス材料だが、消費税
増税を控え、今後の消費動向が不透明である。

民間職業紹介機
関（社員）

求職者数の動き ・登録者数が前月と比較して30％以上低下している。
直接雇用が進んでいるようである。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・年末年始の繁忙期需要が前年同期比の２割減であ
る。派遣労働者よりも直接雇用、アルバイト採用の動
きが強い。

学校［大学］
（就職支援業
務）

採用者数の動き ・昨年の同時点と比較した2014年卒業生の内定率は若
干の増だが、ここ数か月の景気動向を判断する根拠と
しては、やや弱い。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連

(九州)


